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「令和４年度飼料用米多収日本一」における近畿農政局長賞の表彰について

近畿農政局 生産振興課 担当者：稲田、千田、西原
代表：075-451-9161（内線2379） ダイヤルイン：075-414-9020

「プレスリリース」近畿農政局ホームページ
https://www.maff.go.jp/kinki/press/sinko/230315.html

近畿農政局では、全国段階で表彰された経営体
以外の管内の優れた経営体を表彰し、近畿地域の
飼料用米の生産技術の向上を推進することとして
います。

この度、令和４年度の近畿農政局長賞の受賞者
に農事組合法人ほづ （京都府亀岡市）が選定され
令和５年３月23日（木）に表彰式が行われました。

品 種 作付面積 単 収 地域の単収との差（地域の平均単収）

北陸193号
・とうごう1号

約9.9ha 731kg/10a 180kg/10a（551kg/10a）※
※作況補正後の地域の平均単収

〇単位収量の部
農事組合法人ほづ （京都府亀岡市）

◆ 飼料用米を供給している契約農家の鶏糞を亀岡市農業公社の協力のもと利用している。
土づくりとして、３月頃を中心に約0.8トン/10ａから２トン/10a散布している。

◆ 田植時に国産肥料14-14-14を25kg/10ａから50kg/10a、出穂前に穂肥として、家畜等の液
肥を４トン/10a流し込み施用と国産肥料14-14-14を30kg/10ａから50kg/10aを施用するな
ど、ステージに応じたきめ細かい肥培管理により単収向上を図っている。

農林水産省及び一般社団法人日本飼料用米振興協会は、平成28年度から飼料用米多
収日本一表彰事業を開催しています。

https://www.maff.go.jp/kinki/press/sinko/230315.html


京都府八幡市で、ASIAGAPの認証を受け、いちごを輸出する取り組みについて、

(株)渋谷農園の渋谷昌樹さんを訪問し意見交換を行いました。(取材：令和５年３月)

渋谷昌樹さんは、大学卒業後、農業をする両親の

手伝いを経て、2013年７月、30歳の時に株式会社

渋谷農園を設立しました。農業を取り巻く環境が目

まぐるしく変化する中で、「農業を通じて人を幸せ

にする。」ことを企業理念にして成長を続ける農業

を目指されています。

ASIAGAPを取得し、いちごを海外へ輸出

九条ネギ、いちご、万願寺とうがらしなど様々

な品目を生産しており、特にいちごについては、

ハウス16棟(70a)で「おいCベリー」などの品種

を「京の雫(しずく)」という渋谷農園独自のブラ

ンド名で販売。生産量の３分の１を香港、シンガ

ポール、タイなどの東南アジア各国へ輸出されて

います。輸出に当たっては、信頼できる農場と消

費者を結ぶ国際的な認証制度であるASIAGAPの認

証を受けており、併せて会社の経営改善のために

運営体制やオペレーションの見直しにも活用され

ています。

「農業を通じて人を幸せにする」(渋谷農園HPより)

八幡市は交通の便などの立地条件が良く、積極的

な規模拡大で売り上げも順調に伸びているところで

すが、ハウスを建てることができる農地の確保が難

しく課題となっています。渋谷さんは、燃油、資材

の価格高騰など農家にとって厳しい環境のなか、経

営を見直して生産性を上げて行くことが大切だと考

えておられます。

更なる規模の拡大を目指して

代表取締役の渋谷昌樹さん

広大なハウスの中で栽培されているいちご

意見交換の様子

渋谷農園ホームページ：【公式】渋谷農園 l 京都府八幡市からこだわり野菜をお届けします。

https://www.shibuya-farm.com/

規模拡大と積極的な経営により成長し続ける農業を目指す

株式会社 渋谷農園 代表取締役 渋谷 昌樹さん（八幡市）

２

https://www.shibuya-farm.com/


京丹後市において、ほ場整備された大区画農地で主に水稲を生産する京丹後森本

アグリ株式会社を訪問し、皆さんにお話を伺いました。

（取材：令和５年３月）

京丹後森本アグリ株式会社は、少子・高齢化で後継

者が減少する森本地区で、先輩たちが培ってきた優良

な田畑を保全していくことを目的に、地域住民が出資

者となり2010年に株式会社を設立されました。

現在、大型区画の農地に水稲を中心として、加工用キ

ャベツ、小豆、小菊等を栽培し、農地を守るため、

地域住民一丸となって取り組んでいます。

農村環境を守りながら、おいしいお米を作る

同社では、地域のほ場37haを集約し、化学肥料・農

薬の低減、長期中干し、冬期湛水の取組等の生物多様

性・環境保全に繋がる栽培を積極的に取り入れていま

す。

同社のある京丹後市大宮町森本地区や隣接地区では、

農村環境の再生に向けた取組が積極的に行われてお

り、ほ場では準絶滅危惧種のゲンゴロウやコウノ

トリをみつけることもできます。

地域が一丸となって農地を守る

地元住民と連携し、都市部の子供達との農作業体験・

交流にも取り組み、消費者への農業普及啓発や地域の

活性化にも大きく貢献しています。

都市住民との農業体験を通じた交流

京丹後森本アグリ株式会社
（左から）取締役 井浪善之さん、代表取
締役 矢野直幸さん、取締役 矢野 徹さん

栽培ほ場に飛来するコウノトリやサギ

ゲンゴロウ郷の米の手植体験の様子

みどりの食料システム戦略農林水産省

京丹後森本アグリ株式会社

https://kyotangomorimotoaguri.com/

持続的な農業経営で農村環境を守る

京丹後森本アグリ株式会社（京丹後市）

３

https://kyotangomorimotoaguri.com/


４

農林水産省 農産局 企画課 水田農業対策室土地利用型農業調整班
【電話】 03-6744-7135 （内線 4778）

【お問合せ先】

「YouTube（MAFF チャンネル）」（外部リンク）
https://www.youtube.com/watch?v=HokO4JymCZM&list=PLMvvhD9xvwflSmCIHpzqYA8sDr6w3Sfcl

【ウェブサイトアドレス】

令和５年産の作付計画や中長期的な産地づくりの方針などを検討する際に
必要となる、水田農業の取組方針や、飼料用米の支援のあり方、米の輸出、
麦、大豆などの各品目の需給動向などの情報を解説動画として配信します。

地域における産地づくりの話し合いの際などに是非ご活用ください。

水田農業の未来を考える動画コンテンツの配信について

１.水田農業の取組について
1‐1. 令和５年産に向けた 水田農業の取組方針
1‐2. 畑地化支援について
1‐3. 令和５年度水田関連予算

お問合せ先：近畿農政局京都府拠点

〒602-8054 京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町 TEL：075-414-9015
ホームページ：https://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/kyoto/index.html

【企画課水田農業対策室長 】
木村 崇之

https://www.youtube.com/watch?v=HokO4JymCZM&list=PLMvvhD9xvwflSmCIHpzqYA8sDr6w3Sfcl

